3.1 京都大学環境ファクトシート エコ～るど京大2017活動報告 by 浅利, 美鈴 et al.
Title3.1 京都大学環境ファクトシート エコ～るど京大2017活動報告
Author(s)浅利, 美鈴; 矢野, 順也; 学生・院生コアメンバー










































































































































地球温暖化対策課 課長補佐 飯野 暁 
◆6/3 映画上映会（Conserv’Sessionとの連携）
























































































っている着物の寄贈を 2017 年 6 月より呼び掛けた
ところ、学内外の多くの方から、100点以上をご寄贈
頂いた。それを使って、今後、寄贈頂いた着物を各自
活かしていけるよう学生約 50 名が着付けを習った。 























2017 年 6 月  20 日に、プロジェクトを始めるミー
ティングを行った。約  20 名の先生方と約  20 名の学
生・院生に加え、約  10 人の社会人が参加した。先生方
からは、環境・持続可能性に関して、「解決が難しい
と思われる課題」について、それぞれの考えが紹介さ
れた。学生は、それも念頭に置きながら、今後、国連
の提唱する持続可能な開発目標（SDGs）を素材に、
学習と議論、実践を行っていくこととなった。 
(2) グループ別活動
6月以降も話合いを重ねたが、8月 8日には、学生
メンバーが朝から夕方まで、具体的な活動の中身に
ついて、議論・確認を行った。その結果、夏休みの期
間は、大きく次の 2 つのグループに分かれて活動す
ることとした。なお、終盤には、協力企業（㈱エフピ
コ及び自然電力㈱）の現場において、SDGsの実践と
課題を学ぶ研修旅行を実施した。 
◆持活生活（じかつせいかつ）チーム
SDGsの 17の目標（何かしら 1つの小目標や関連
する事項でも良い）を、それぞれの生活でクリアして
いくことを目指して、明日から各自取組をスタート
した。といっても、特別な生活に切り替える訳ではな
く、日常生活を送りながら、その中で、できることに
アプローチし、それを、文章や写真・動画等で記録し
ていくという方針である。 
◆持続可能性を掘り下げるチーム
もう一つのチームは、持続可能性や SDGs を掘り
下げていくこととなった。できるだけ分野横断的に、
幅広くとらえるのが環境・持続可能性課題や SDGs
に求められている。しかし、なかなか議論にならない。
まずは、各自が関心のある数分野について、掘り下げ
てみて、共通の論点や、他の問題との関係性について、
考えてみることとなった。 
(3) 京大生への SDGs提案
実践や学習を進めた上で、今年度の到達点として、
自分たちに求められる具体的かつ魅力的なアクショ
ンを取りまとめて発信することとなった。メンバー1
名が 1～3目標を担当し、お勧めのアクションやお勧
めの学習方法などを検討した。何度も案を出しては、
メンバーで議論を繰り返し、ブラシュアップした上
で、新入生向けの配布物としてまとめた。 
結論や正解がある取り組みではないが、自分とは
異なる他者の意見を受け入れながら、問題の本質に
いたる会話を繰り返すことで、多くのメンバーが
SDGs を促進する人材に、一歩近づいたのではない
かと思う。 
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